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財
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状
況

●
増
大
す
る
財
政
需
要

　
長
期
に
わ
た
る
不
況
と
物
価
上
昇
は
横
浜
の
経
済
、
市
民
生
活
、

行
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
市
民
は
低
成
長
経
済
に
お

け
る
行
財
政
の
運
営
の
あ
り
方
に
関
心
を
よ
せ
て
い
る
。

　
市
税
収
入
が
伸
び
悩
む
一
方
で
、
財
政
需
要
の
増
大
は
近
年
と
く

に
著
し
い
。
人
間
性
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
市
民
社
会
を
創
造
す
る
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
一
端
を
に
な
う
も
の
と
し
て
、
道
路
、
下
水
道
、

公
園
な
ど
の
立
ち
遅
れ
て
い
る
都
市
基
盤
施
設
整
備
を
積
極
的
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
一
般
会
計
歳
出
総
額
は
、
昭
和
五

二
年
度
三
、
六
五
三
億
円
で
、
昭
和
四
五
年
度
と
の
比
較
で
は
三
・

五
倍
と
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
。
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
は
長
期

的
に
は
本
市
の
経
済
に
活
力
を
与
え
、
さ
ら
に
は
財
政
を
豊
か
に
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
当
面
の
財
政
需
要
の
増
大
に
対
す
る
財
源
の
不

足
を
、
お
ぎ
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
歳
入
と
歳
出

図4－46　市税の税目別構成の変化



　
本
市
の
歳
入
総
額
の
う
ち
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
占
め
る
割
合

は
、
昭
和
四
五
年
度
と
四
八
年
度
が
四
六
・
六
％
、
五
一
年
度
が
四

九
・
三
％
、
五
二
年
度
が
五
〇
・
三
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
。
市
税
の
税
目
別
構
成
は
五
二
年
度
で
、
市
民
税
が
四
六
・
二

％
、
固
定
資
産
税
が
三
六
・
一
％
、
都
市
計
画
税
が
五
・
九
％
、
市

た
ば
こ
消
費
税
が
四
・
三
％
等
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
税
目
が

漸
次
伸
び
て
い
る
の
は
、
四
八
年
度
に
特
別
土
地
保
有
税
が
、
五
〇

年
度
に
事
業
所
税
が
創
設
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
相
対
的
に
市
民
税

の
構
成
比
が
低
下
し
て
い
る
（
図
４
－
4
6
）
。
市
民
一
人
あ
た
り
市

図4－47　市民１人あたり市税負担額の推移1
5
0
　
行
財
政
と
市
民

税
負
担
額
は
、
四
五
年
度
で
二
万
二
、
四
〇
〇
円
、
五
二
年
度
で
七

万
五
〇
〇
円
で
あ
る
（
図
４
－
4
7
）
。

　
歳
入
総
額
の
う
ち
依
存
財
源
の
構
成
比
は
、
五
二
年
度
で
国
庫
支

出
金
が
一
三
・
五
％
、
市
債
が
九
・
六
％
、
地
方
交
付
税
が
六
・
九

％
、
地
方
譲
与
税
が
二
・
九
％
、
県
支
出
金
が
二
・
二
％
等
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伸
び
率
は
図
４
－
4
8
の
と
お
り
で
あ
る
。
市
債

の
伸
び
率
が
四
五
年
度
比
で
五
三
六
と
目
立
つ
が
、
歳
入
総
額
に
占

め
る
市
債
依
存
率
は
四
五
年
度
六
・
三
％
、
四
八
年
度
一
一
・
七
％
、

五
二
年
度
九
・
六
％
と
各
年
度
と
も
ほ
ぼ
Ｉ
〇
％
前
後
と
低
く
、
健

図4―48　横浜市一般会計歳入の伸び
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全
と
い
え
る
。
当
面
は
財
源
不
足
に
充
る
た
め
適
切
に
活
用
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
五
二
年
度
末
の
市
債
現
在
高
は
六
、
五
四
四
億
九
、
六

二
二
万
円
で
、
こ
れ
は
五
三
年
四
月
一
日
現
在
推
計
人
口
に
よ
る
と

市
民
一
人
あ
た
り
二
四
万
二
、
三
五
六
円
、
一
世
帯
あ
た
り
で
は
八

〇
万
四
、
五
一
六
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
五
二
年
度
歳
出
の
目
的
別
構
成
は
、
教
育
費
一
六
・
九
％
、
民
生

費
一
四
％
、
総
務
費
一
一
・
五
％
、
衛
生
費
三
％
等
で
、
福
祉
関
連

費
が
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。

　
市
民
一
人
あ
た
り
の
歳
出
総
額
は
、
五
二
年
度
一
三
万
五
、
六
〇

図4－49　市民１人あたり歳出総額

　　　　　　　　　　　　　　(昭和50年度)

○
円
で
、
指
定
都
市
の
中
で
は
最
下
位
で
あ
る
（
図
４
－
4
9
）
。
本

市
は
昭
和
四
〇
年
代
に
年
々
約
九
万
人
の
人
口
急
増
が
あ
り
、
市
税

等
の
歳
入
が
人
口
の
激
増
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
市

民
一
人
あ
た
り
歳
出
総
額
は
低
く
、
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
や
医
療
、

福
祉
、
文
化
等
市
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
事
業
が
立
ち
遅

れ
、
多
く
の
困
難
な
都
市
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
自
主
財
源
の
強
化
が
必
要

　
現
行
の
税
財
政
制
度
で
は
、
財
政
収
入
は
急
増
す
る
財
政
需
要
を

図4－50　歳入・歳出・市税の決算推移

　　　　　(歳入中に占める市税収入の割合)



表4―44　市民の納めた税金の割合

昭和52年度国，県，市税の割合(市域内)

充
足
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
昭
和
五
二
年
度
に
市
民
が

納
め
た
税
金
の
う
ち
、
市
税
の

割
合
は
二
二
・
六
％
に
す
ぎ
な

い
（
表
４
－
4
4
）
。
加
え
て
学

校
や
保
育
所
等
の
国
庫
補
助
対

象
事
業
に
お
い
て
は
、
多
額
の

超
過
負
担
を
強
い
ら
れ
て
き
て

い
る
。
や
む
を
得
ず
発
行
す
る

市
債
は
、
増
大
す
る
に
従
っ
て

公
債
費
の
重
圧
を
危
惧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
市
民
本
位
で
豊
か
な
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自

主
財
源
を
強
化
し
、
自
治
と
分
権
が
財
政
面
で
も
裏
打
ち
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
と
も
国
に
対
し
、
大
都
市
財
政
の
実
態
に
即

応
す
る
財
源
の
拡
充
を
他
の
大
都
市
と
と
も
に
要
望
し
て
行
く
必
要

が
あ
る
。

1
5
2
　
行
財
政
と
市
民

効
率
的
な
行
政
を
目
指
し
て

●
効
率
的
な
行
政
運
営

　
経
済
の
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
の
転
換
を
背
景
に
地
方
自
治

体
の
税
収
入
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
そ
の
限
ら
れ
た
財
源
を
行
政
運

営
に
あ
た
っ
て
、
い
か
に
重
点
的
に
配
分
さ
れ
る
か
に
、
大
き
な
関

心
が
も
た
れ
て
い
る
。
民
間
企
業
で
は
、
「
減
量
経
営
」
と
か
「
ゼ

イ
肉
落
と
し
」
の
名
の
も
と
に
企
業
経
営
の
合
理
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
行
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て
も
、
効
率
的
な
行
政
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
効
率
の
よ
い
行
政
の
推
進
に
は
、
①
そ
の
時
代
の
住
民
の
行
政
需

要
に
見
合
う
よ
う
に
、
職
員
の
配
置
を
行
う
こ
と
。
②
社
会
情
勢
や

住
民
の
行
政
需
要
の
変
化
に
、
弾
力
的
に
対
応
で
き
る
行
政
機
構
の

整
備
を
行
う
こ
と
。
③
事
務
の
機
械
化
、
近
代
化
を
図
る
こ
と
な
ど

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
努
力
を
重
ね
て

き
て
お
り
、
行
政
を
効
果
的
に
推
進
し
、
弾
力
的
組
織
と
生
き
生
き

と
し
た
職
場
環
境
に
す
る
た
め
、
五
二
年
度
に
全
市
的
な
職
員
配
置

の
見
直
し
と
機
構
の
整
備
を
実
施
し
て
き
た
。


